
要支援認定者を再び自立維持に戻す！
注目の短期集中予防サービス

リエイブルメントとは

主催：医療経済研究機構 政策推進部／国際長寿センター
協力：（株）社会保険出版社



２０１０年代からの世界の潮流
2010年代に西欧先進国では、高齢化の進展と低成
長の中で高齢者が社会的役割を果たすことが期待さ
れ、高齢者支援の分野においても大きな改革が同時
多発的に進められてきました。

パーソンセンタードアプローチ
「できないことをしてあげる」支援者視点から
「できること・したいこと」に着目する本人視点へ

アセットベースド・アプローチ
地域にあるものを活用する支援

サービス提供原則から脱却 → Well-beingを追求

国際長寿センターがお伝えしたい「世界の潮流」



高齢化率が日本よりも低い段階において、イギリス、
オランダ、デンマーク、オーストラリアなどでは
well-beingを重視し、中・重度者への長期介護シス
テムとは別に軽度者・回復可能者については積極的
に社会とのつながり回復を支援していくシステムを
整備するという抜本的な改革が行われました。

リエイブルメント・サービスは、期間限定のサービ
スであり、リハビリテーション専門職を中心とした
集中的な介入により、身体機能の回復だけでなく、
社会生活の回復も目標とすることが特徴のサービス
です 。

「リエイブルメントは個々人のQOLの向上を目的と
した新しい方法論として提唱されてきたということ
です。（中略）
この背景には、緊縮財政による支出削減を目指す

という外的要因もありますが、何よりも利用者の
QOLや生活能力の向上に資するという意味で、なく
てはならないサービスとなりつつあります。」
～社会保険出版社刊「THEリエイブルメント」より

リエイブルメントの背景

「THEリエイブルメント」社会保険出版社

お問い合わせQRコード



リエイブルメントのエビデンス：海外の状況

海外の実施状況 イギリス、デンマーク、オランダ、オーストラリア、アメリカ、ニュージーラン
ド、スウェーデン、ノルウェーなどで実施。
・ ユーザーの63％が 12 週間以内にサービス不要な状態へ

（英国国立医療技術評価機構）

・ 8～10週間のリエイブルメントサービスにより約65％が在宅ケアが不要に
（オーストラリアRCT研究）

・ 改善可能と判定された人の60％が訪問介護看護を必要としない状態へ
（デンマーク）

出典：社会保険出版社「THE リエイブルメント」

令和4年度厚生労働白書



日本における介護予防の推進

厚生労働省からは、「これからの介護予防の考え方」として4点が示されています。
これは、イギリスやデンマーク等のリエイブルメントと共通の考え方です。特に、「生活環境の調整や、地域の
中に生きがい・役割をもって生活できるような居場所と出番づくり等、高齢者本人を取り巻く環境へのアプロー
チも含めたバランスの取れたアプローチ」が重要で、地域においてリハビリテーション専門職等が「自立支援に
資する取組を推進」を担い、介護予防を「地域の実情をよく把握し、かつ、地域づくりの中心である市町村が主
体的に取り組むことが不可欠である」とする3点は、世界共通のリエイブルメントを実現するための条件です。

出典：厚生労働省



リエイブルメントのエビデンス

国内の実施状況 大阪府寝屋川市、山口県防府市、愛知県豊明市のほか、実施自治体は増加している。東
京都では短期集中予防サービス強化推進事業として本サービスを推進している。

寝屋川市においては新規要支援認定者の41％、すでに認定を受けている人でも20％が
卒業。
防府市のモデル事業では66％の利用者が介護専門職サービスが不要な状態となった。

寝屋川市における調査研究事業の概要

目的
通所型サービス（短期集中）の効果を検証し、その結果を反映した総合事業を実施する
ことで高齢者の介護予防・自立支援の推進につなげる。

調査対象者数 RCT研究 要支援者600人（介入群300人、対象群300人）

実施主体等

＜研究代表者＞一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会
医療経済研究機構 服部真治

＜協力＞千葉大学（予防医学センター社会予防医学研究部門 近藤教授）、成城大学
（大学院経済学研究科 河口教授）、大阪大学

調査研究名称 Evaluation of effectiveness of preventive rehabilitation programs for the frail elderly utilizing expertize
of physical therapist in care prevention and daily life support local initiatives operated by Neyagawa city in Osaka

寝屋川市 医療経済研究機構
データ提供

運用支援
分析結果提供

公益社団法人
日本理学療法士協会

研究費助成

千葉大学
成城大学
大阪大学データ分析

協力



リエイブルメントサービス：国内の状況

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001085690.pdf
厚生労働省：地域づくり支援ハンドブック

厚生労働省は、リエイブルメントという言葉を用いてはいませんが、介護予防の理念、考
え方を実現するために総合事業において例示された短期集中予防サービスや、介護予防ケ
アマネジメントにおける地域リハビリテーション活動支援事業を活用したリハビリテー
ション専門職の同行訪問は、まさにリエイブルメントの日本版と言えます。

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001085690.pdf


YouTube配信中

80代の男性が脳梗塞による入院後、閉じ
こもり気味だったところから、3ヵ月12
回のサービスにより自信と役割を取り戻
し、好きなゴルフに復帰するまでの取組
みに密着。
※防府市では訪問サービス
は実施していません。
サービスの全容をお伝えする
ために作成したものです。

防府市における取組み動画



防府市の事業効果

要介護認定率

20.8％ → 17.7％
※要介護１も低下

要支援等のサービス費用額

約20％削減

単に1事業所のサービスとして実施するのではなく
総合事業・包括的支援事業を有機的に連動させる「あるべき姿」
を構築し、地域全体で高齢者の生活を支える体制を効率的に実施


